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製薬業界は、低い研究開発生産性と広範なデータ再現性の欠如という二重の危機によって制約

され、重大な転換点に立っている。本レポートは、この課題に対するオムロンの革新的なラボ

オートメーション戦略を深掘りし、その技術的基盤、戦略的提携、競争環境、そして将来展望

を包括的に分析するものである。 

オムロンが開発中の柔軟で人間協調型のロボティクスは、単なる既存技術の漸進的な改良では

なく、人間中心に設計された既存の研究室環境における自動化のギャップを埋める、パラダイ

ムシフトの可能性を秘めている。これは、研究者を単純作業から解放し、より創造的な業務に

集中させるという創業以来の理念を具現化するものである。 

特に、中外製薬との戦略的提携は、保守的な業界におけるディープテック導入のリスクを軽減

し、開発を加速させるための卓越したモデルとして評価される。この協業を通じて、オムロン

は技術的信頼性を獲得し、製薬業界特有の複雑な要求仕様に対応するソリューションを共同で

創造している。 

競争環境において、オムロンはハイスループットスクリーニング（HTS）分野の既存大手企業

と直接競合するのではなく、研究室内のワークフロー統合と柔軟性に焦点を当てた新たな市場

カテゴリーを創出する戦略をとっている。彼らのモバイルマニピュレータは、これまで分断さ

れていた「自動化の島」を繋ぎ合わせる物理的な API として機能し、研究プロセス全体の自動

化を実現する。 

結論として、「眠らないラボ」の実現は、AI 駆動による自律的な科学的発見が可能な未来の

「スマートラボ」への不可欠な第一歩である。この変革は、製薬業界に巨大な機会をもたらす

と同時に、既存のプレイヤーにとっては重大な競争上の脅威となる。本レポートは、この変革



の核心を解き明かし、関係するステークホルダーに対する戦略的洞察を提供する。 

 

1. 創薬における生産性と再現性の危機 
 

高度なラボオートメーションの必要性を理解するためには、まず製薬業界が直面している深刻

かつ緊急の「なぜ」を確立する必要がある。このセクションでは、表面的な問題を超え、この

分野におけるイノベーションが単なる機会ではなく、製薬業界の持続的な成長にとって不可欠

な要件となっている体系的な失敗を分析する。 

 

1.1. 再現性の経済学：数十億ドル規模の体系的失敗 
 

創薬研究の根幹を揺るがす問題の一つが、前臨床研究における再現性の欠如、いわゆる「再現

性の危機」である。これは単なる学術的な懸念ではなく、莫大な経済的損失と科学的進歩の停

滞を招く深刻な課題となっている。 

危機の定量化 
問題の規模は驚異的である。複数の調査によれば、前臨床研究の実に 50%以上が他の研究者に

よって再現できないと推定されている 1。この再現性の欠如は、世界全体で年間約 900 億ドル

もの研究開発費が無駄になっていることを意味する 1。これは些細な問題ではなく、資本、資

源、そして時間の壮大な浪費であり、科学的進歩を直接的に阻害する要因である。業界が新薬

開発に費やす莫大な投資を考慮すると、その基盤となる研究の信頼性が半分しかないという事

実は、極めて非効率なシステムを浮き彫りにしている。 
原因の分析 
この危機の主な要因は多岐にわたる。最大の原因として指摘されているのは、不適切な生物学

的試薬や標準物質の使用であり、これは再現不能な研究の 36.1%以上を占める 1。次いで、欠

陥のある研究デザイン（27.6%）、不適切なデータ分析と報告（25.5%）が続く 1。これらの要

因は、ヒューマンエラー、標準化の欠如、そして実験プロトコルの厳密性の不足が複合的に絡

み合っていることを示唆している 2。手作業によるピペッティングの微細な誤差、実験条件の

僅かな変動、不完全な記録といった、人間が介在することによる「ノイズ」が、結果のばらつ

きを生み出し、再現性を著しく低下させているのである。 
体系的な根本原因：インセンティブの不一致 
さらに深く掘り下げると、この問題の根源には研究評価システムの構造的欠陥が存在する。現

在の学術界および研究機関のインセンティブ構造は、研究の厳密性や再現性よりも、論文の出

版数や掲載誌の「インパクトファクター」を重視する傾向にある 3。研究者は「正しい結果を



出すこと」よりも「論文を発表すること」で報われるという現状が、再現性の低い研究、いわ

ゆる「ずさんな科学（s loppy science）」を助長する「インセンティブの自然な帰結」となっ

ている 3。このシステムは、研究者が結果を急ぎ、プロトコルを簡略化し、あるいは都合の良

いデータを選択するといった行動を無意識のうちに促す可能性がある。 
この「再現性の危機」は、単なる技術的な問題ではなく、インセンティブの危機であると言え

る。ここでオートメーションが提供する本質的な価値は、単なるスピードやスループットの向

上に留まらない。それは**「強制された規律」**である。ロボットは論文発表のプレッシャー

を感じて近道を選ぶことはない。プログラムされたプロトコルを、毎回寸分違わぬ忠実さで実

行する。この特性は、報酬が得られない理想論であった厳密で再現可能な方法論を、デフォル

トの運用基準へと変える力を持つ。つまり、オートメーションは、欠陥のある人間中心のイン

センティブシステムがもたらす負の影響を緩和し、より信頼性の高い基礎科学の構築に貢献す

る構造的な介入策となり得るのである。 

 

1.2. 「死の谷」：創薬開発の難関を乗り越える 
 

前臨床研究における再現性の危機は、新薬開発プロセス全体が直面するさらに大きな課題、す

なわち「死の谷（Valley of Death）」を深刻化させる一因となっている。「死の谷」とは、有

望な基礎研究の成果が、実際の治療薬として臨床応用に至るまでの間に存在する、技術的・資

金的な巨大な障壁を指す。 

驚異的なコストと時間 
新薬を一つ市場に送り出すプロセスは、想像を絶するほどの投資と時間を要する。平均して、

一つの新薬開発には約 26 億ドルから 28 億ドルの費用がかかり、その期間は 10 年から 15 年

に及ぶ 4。この莫大なコストは、候補化合物の探索、前臨床試験、そして 3 つのフェーズから

なる臨床試験、さらには規制当局への承認申請といった、長く複雑なプロセス全体にわたって

発生する。 
高い失敗率 
このプロセスの最大のリスクは、その極めて高い失敗率にある。第 1 相臨床試験（Phase 1）に

到達した新薬候補のうち、最終的に規制当局の承認を得て市場に出るものは、わずか 10%に過

ぎない 6。つまり、90%もの候補が「死の谷」で脱落していくのである。この翻訳研究

（translational research ）における失敗の多くは、動物モデルからヒトへの外挿の困難さや、

前臨床と臨床における目標設定の不一致などに起因するが 6、その根本には、前述した再現性

の低い前臨床データに基づいているという問題が横たわっている。 
オートメーション導入の必然性 
再現性の危機と「死の谷」という二つの巨大な課題は、製薬業界にパラダイムシフトを強いて

いる。その核心は、「より早く、より安く、より初期段階で失敗する（fail faster, cheaper, 
and earlier）」という考え方である。有望でない候補を早期に見切り、有望な候補に資源を集



中させることが、研究開発の生産性を向上させる鍵となる。この目標を達成するための最も有

力な手段が、オートメーションである。前臨床段階において、スループットを向上させ、プロ

トコルを標準化し、より高品質で信頼性の高いデータを生成することで、オートメーションは

「死の谷」を渡るための羅針盤の精度を高めることができる。 
再現性の欠如によって生じる年間 90 0 億ドルの経済的損失は、見方を変えれば、オートメーシ

ョンプロバイダーにとっての隠れた市場機会を意味する。ラボオートメーションの投資収益率

（ROI）は、単に人件費の削減という観点からだけでなく、創薬パイプライン全体のリスク軽

減という戦略的価値から評価されるべきである。もしオートメーションが再現性をわずか 10 %
から 20 %改善できるだけで、欠陥のある前臨床データに基づいて開始され、失敗する運命にあ

ったプロジェクトに費やされる数十億ドルの研究開発費の浪費を防ぐことができる。これは、

オートメーションの価値提案を、単純な運用コスト削減から、研究開発ポートフォリオの価値

を最大化する戦略的投資へと昇華させるものである。つまり、一つの失敗した臨床試験のコス

ト（数億ドル）を回避できる可能性は、オートメーションシステムの導入コストを矮小化する

ほどのインパクトを持つのである。 

 

2. オムロンの技術的挑戦：現代の研究室に適応する人間

中心のロボティクス 
 

創薬研究が直面する体系的な課題、すなわち「なぜ」を明らかにした上で、本セクションでは

オムロンが提供する具体的なソリューション、すなわち「何を」について詳細に分析する。オ

ムロンのアプローチは、既存技術の単なる反復ではなく、従来とは異なる問題群を解決するた

めに設計された、根本的に異なる哲学に基づいていることを強調する。 

 

2.1. コア哲学：「機械にできることは機械に任せ」 
 

オムロンのラボオートメーション開発の根底には、創業者である立石一真氏から受け継がれる

「機械にできることは機械に任せ、人間はより創造的な分野で活動を楽しむべきである」とい

う理念がある 7。この哲学は、単に人間を排除した無人の「ダークラボ」を目指すものではな

い。むしろ、ロボットが反復的で非創造的なタスクを担うことで、高度な専門知識を持つ研究

者が仮説立案、データ解析、そして新たな発見といった、人間にしかできない創造的な活動に

専念できる協調的な環境を構築することを目的としている 8。 

この哲学の重要な帰結が、人間が設計した環境で動作するロボットの開発である。これは、し



ばしば専用の隔離された作業スペースや、完全な設備刷新を要求する従来のファクトリーオー

トメーションとは一線を画す。オムロンのロボットは、研究室の狭い通路を自律的に移動し、

人間が使用する標準的な実験台（ワークベンチ）で作業を行い、人間向けに設計された実験器

具を扱うことができるように設計されている 7。この「人間世界への適応」こそが、オムロン

の戦略の核心である。 

 

2.2. 技術的詳細：ロボット研究員デュオ 
 

オムロンのシステムは、それぞれ異なる役割を担う 2 種類のロボットによって構成されてい

る。これらが連携することで、研究室内の複雑なワークフローを自動化する。 

モバイルマニピュレータ（物流のエキスパート） 
このロボットは、「眠らないラボ」における結合組織、すなわち神経系や血管系のような役割

を果たす。その主な機能はロジスティクスであり、サンプル、消耗品、実験器具などを、各種

分析装置やワークステーション間、あるいは保管庫との間で搬送する。 
● コア技術： このロボットの能力を支えるのが、高度なナビゲーション技術である。具体的

には、「低次元線形化モデルと速度分解による移動マニピュレータの低計算量全身協調制

御」と題された技術が採用されている 7。この技術は、一般的な研究室のような、機器や

人が頻繁に移動する雑然とした動的環境において、機敏で安定した全身協調動作を実現す

るために不可欠である。これにより、ロボットは環境の変化に迅速に対応し、障害物を避

けながら効率的な経路で目的地に到達することが可能となる 7。 

ワークベンチロボット（精密な実験担当者） 
このロボットは、オペレーションの「手」として機能し、特定の実験台に設置され、複雑で繊

細な手技を精密に実行する。ピペッティング、試薬の分注、サンプルの攪拌といった、これま

で熟練した研究者の手作業に依存していたタスクを担う。 
● コア技術： このロボットの最大の特長は、位置の不確かさに柔軟に対応できる能力であ

る。「SSCFlow を用いたマーカレスビジュアルサーボによる透明物体の位置合わせ」とい

う技術を用いることで、マーカーなしで対象物を認識し、1.5mm 以内という高い精度で

位置合わせを行うことができる 9。これは、現実の研究室環境において極めて重要な機能

である。なぜなら、人間がフラスコやプレートを置く位置は、毎回ミリ単位でずれるのが

当然だからだ。このロボットは、完璧な初期配置を要求せず、自ら対象物を探し出し、そ

の位置に適応して作業を遂行できるのである。 

 

2.3. ブレークスルー技術：見えないものを見る 



 

ラボオートメーションの実現において、長年の技術的障壁となっていたのが、フラスコ、ペト

リ皿、ビーカーといった透明な実験器具の認識と操作であった。ガラスやプラスチックの屈折

や反射は、マシンビジョンにとって曖昧な視覚情報しか与えず、正確な位置や姿勢の推定を困

難にしていた 7。 

オムロンのソリューション -  SSCFlow 
オムロンはこの難問を、「SSCFlow: オプティカルフローの整合性と形状拘束を統合したステレ

オベース物体位置姿勢推定手法」と名付けられた技術で解決した 9。これは、ステレオカメラ

を用いて対象物の三次元的な位置と姿勢を推定する画期的な手法である。特筆すべきは、この

技術が世界で初めて、ステレオ整合性、透明体への対応、そして**高速な推論速度（60 ms 以

内）**という 3 つの要件を同時に満たしたことである 9。 
戦略的重要性 
この技術の戦略的価値は計り知れない。なぜなら、これによりロボットは、研究室で日常的に

使用されている標準的で、安価で、時には使い捨てのガラス器具やプラスチック器具をそのま

ま使用できるからである。これは、研究室がロボット専用に設計された高価な特注の消耗品に

縛られる必要がないことを意味する。結果として、オートメーション導入の運用コストは劇的

に低下し、システムの柔軟性は飛躍的に向上する。 
オムロンの核心戦略は、オートメーション導入の活性化エネルギーを低下させることにある。

人間のワークフローに適合し、人間が使う道具を扱えるロボットを設計することで、研究室の

大規模な改修に伴う莫大な資本支出の必要性を排除する。この「後付け（レトロフィット）」

可能なアプローチは、彼らのターゲット市場を、これから建設される「未来の研究所」だけで

なく、現在稼働している何千もの既存の研究室へと大幅に拡大させる。 

さらに、モバイルマニピュレータとワークベンチロボットの組み合わせは、単なる個別のタス

ク自動化（例：リキッドハンドラー）から、科学的ワークフロー全体の自動化、すなわち「プ

ロセスオートメーション」への根本的な転換を意味する。モバイルマニピュレータは、遠心分

離機、インキュベーター、プレートリーダーといった、これまで孤立していた「自動化の

島々」を物理的に接続するユニバーサル API として機能する。これにより、オムロンは単なる

ハードウェアの提供者から、研究プロセス全体を設計・実行するワークフローソリューション

のアーキテクトへと、その価値提案を昇華させているのである。 

 

3. 共生戦略：オムロンと中外製薬のアライアンス 
 

本セクションでは、オムロンが製薬市場へ参入する上での基盤となる、極めて重要なパートナ

ーシップを分析する。これは、技術的ディスラプションを実現するための戦略的協業のケース



スタディとして位置づけられる。 

 

3.1. 未来の共創：横浜での実証実験 
 

この共同研究および実証実験の舞台となっているのは、中外製薬の最先端の新研究所「中外ラ

イフサイエンスパーク横浜」である 8。この施設は、オムロンにとって、自社の技術を現実世

界の、しかも最高クラスの環境でテストし、検証し、改良するための理想的な実証の場（テス

トベッド）を提供している。 

この関係性は、単なるベンダーと顧客の関係を超えたものである。プレスリリースでは、両社

の得意分野を「融合し」、それぞれの専門知識を持ち寄る「共同研究」と表現されている 8。
オムロンは、同社の中核技術である「センシング＆コントロール+Think」を提供し、一方で中

外製薬は、創薬研究における複雑な実験ワークフローに関する深いドメイン知識を提供する 
10。この協業により、単なるロボットの導入ではなく、創薬の現場に真に最適化された実験自

動化システムの構築が目指されている。 

 

3.2. 成功の定義：「ロボット研究員」がもたらすビジョン 
 

この共同研究が目指すゴールは明確に定義されている。 

生産性と品質の飛躍的向上 
第一の目標は、研究の生産性と品質の「飛躍的向上」である 8。これを実現するのが、夜間や

休日を含めて 24 時間 365 日実験を継続できる体制、すなわち記事が謳う「眠らないラボ」の

構築である 8。これにより、実験のスループットは大幅に向上し、創薬プロセスの期間短縮が

期待される。 
人間のポテンシャルの解放 
もう一つの重要な成果として、人間の研究者が手作業による実験業務から解放され、「より創

造的な活動」に集中できるようになることが挙げられている 8。これは、オムロンのコア哲学

と完全に一致しており、高給で高度な教育を受けた科学者の価値を最大化するという、製薬企

業にとっての経営課題にも直接的に応えるものである。 
企業戦略との整合性 
中外製薬にとって、この取り組みは単なる一研究プロジェクトではない。同社の成長戦略

「TOP I 2030」において、「R&D アウトプットの倍増」と「自社グローバル品の毎年上市」と

いう中核目標を達成するための重要な布石と位置づけられている 8。これは、このオートメー



ションプロジェクトが、同社の根幹をなす事業戦略の実現に不可欠な要素であることを示して

いる。 
このオムロンと中外製薬のアライアンスは、オムロンにとって非常に巧みな市場参入およびリ

スク低減戦略である。ライフサイエンス業界は、その規制の厳しさや開発の失敗がもたらす損

失の大きさから、 notori ously conse rvative  and risk- ave rse（ notori ously conse rvative  and 
risk- ave rse）なことで知られている。このような市場において、業界のリーダー企業である中

外製薬とソリューションを共同開発することにより、オムロンは 3 つの決定的な資産を獲得す

る。第一に**「信頼性」である。中外製薬による採用と共同研究という事実は、他の製薬企業

に対する何よりの保証となる。第二に「ドメイン特化の最適化」である。汎用的な産業用ロボ

ットではなく、創薬という特殊で複雑なニーズに細かく調整された製品を開発できる。第三に

「強力な参照事例」**である。中外製薬での成功事例は、将来のマーケティングおよび営業活

動において最も説得力のあるツールとなる。この提携は、単なる最初の販売実績ではなく、業

界内での足がかりを築き、そこから事業を拡大していくための戦略的な橋頭堡なのである。 

さらに、この協業は製薬業界におけるイノベーションモデルそのものの変化を示唆している可

能性がある。歴史的に、製薬会社の研究開発は比較的閉鎖的な環境で行われてきた。しかし、

このパートナーシップは、製薬企業が自社の根幹的な課題を解決するために、テクノロジー企

業と戦略的パートナーとしてソリューションを「共創」する、よりオープンで異業種間のイノ

ベーションモデルへの移行を象徴している。このオムロンと中外製薬の取り組みが成功すれ

ば、他の製薬企業がデジタルトランスフォーメーションやオートメーションにどのように取り

組むべきかを示す、重要な青写真となるだろう。 

 

4. 競争の舞台：「未来のラボ」構築競争 
 

本セクションでは、市場のランドスケープを包括的に分析し、オムロンの斬新なアプローチを

既存の有力企業と比較して位置づける。定量的な市場データと競合他社の戦略に関する定性的

な分析を用いて、競争の力学を明確に描き出す。 

 

4.1. 市場概観：変革期にある産業 
 

ラボオートメーション市場は巨大かつ成長を続けており、その市場規模は 2033 年までに 183
億 9,000 万ドルに達し、年平均成長率（CAGR）は**9.3%** と予測されている 11。これは、研

究開発の効率化とデータ品質向上に対する継続的な需要を反映している。 



しかし、この広範な市場の中でも、特に爆発的な成長を遂げているセグメントが存在する。そ

れが「創薬における AI（AI in Drug Discovery）」分野である。20 24 年に 36 億ドルと評価さ

れたこの市場は、20 34 年までに 495 億ドルへと急拡大し、CAGR は驚異的な**30 .1%に達す

ると予測されている 12。別のレポートでは、20 34 年までに 1,339 億 2,0 0 0 万ドル（CAGR 
23.22%）**に達する可能性も示唆されている 13。これらのデータは、オートメーションという

「ハードウェア」と、AI という「ソフトウェア」の融合領域に、将来の最も大きな価値創造と

市場成長の機会が存在することを示している。オムロンは、この AI 革命を物理的に実現するた

めの、重要なハードウェア・イネーブラーとして自らを位置づけているのである。 

 

4.2. 主要な既存企業のプロファイル：確立された巨人たち 
 

ラボオートメーション市場は、いくつかの巨大企業によって支配されている。彼らは長年にわ

たり、特定の分野で強固な地位を築いてきた。 

Thermo Fisher Scientific  
市場のリーダーであり、上位 5 社で市場の 45-60%を占める中、その筆頭に挙げられる 14。同

社の戦略は、分析機器、消耗品、ソフトウェア、サービスを網羅する包括的で統合されたエコ

システムの提供に基づいている。 
● 主要プラットフォーム： Momentum ệソフトウェアを搭載した inSPIREệ  Collaborative 

Laboratory Automation Platform は、モジュール性とエンドツーエンドのワークフロー

オーケストレーションに焦点を当てている 15。 
● 戦略的推進力： AI とソフトウェアの深い統合が特徴であり、創薬開発を加速するための

OpenAI との提携や、データオーケストレーションのための Thermo Fisher Connect 
Platform がその象徴である 16。彼らのアプローチは、自動化されたラボの「ワンストップ

ショップ」となることである。 

Tecan Group 
高精度なリキッドハンドリング（液体分注）に特化したグローバルリーダー。同社の哲学は、

デジタルな薬剤設計と物理的なハイスループット実験との間の「結合組織」となることである 
18。 
● 主要プラットフォーム： **Fluent®および Freedom EVO®**ワークステーションは、スク

リーニングやアッセイ開発におけるスケーラビリティ、再現性、および精度で高い評価を

得ている 18。 
● 戦略的推進力： 市場で最も信頼性が高く精密なリキッドハンドリング「エンジン」を提供

することにより、ハイスループットスクリーニング（HTS）および化合物管理セグメント

を支配することにある。 



Hamilton Company  
自動リキッドハンドリングとサンプル管理におけるもう一つの有力企業。その評判は、信頼

性、パフォーマンス、そして柔軟性の上に築かれている。 
● 主要プラットフォーム： Microlab® STAR は、ゲノミクス、プロテオミクス、臨床応用な

ど、幅広い分野で採用されている汎用性の高いプラットフォームである 21。 
● 戦略的推進力： 品質と耐久性で知られる、堅牢でアプリケーションに特化したソリューシ

ョンを提供すること。ターゲット探索から LC- MS サンプル調製まで、創薬ワークフロー

全体をサポートする 21。 

Hudson Robotics  
マイクロプレートの自動化と統合ワークセルの構築に特化した、より専門的なプレイヤー。 
● 主要プラットフォーム： LabLinx ệトラックベースシステムは、物理的なトラックを用い

て異なる機器間を接続し、マイクロプレートを用いた多段階プロセスを自動化する 22。 
● 戦略的推進力： 彼らのアプローチは、オムロンの「接続」戦略と似ているが、物理的なト

ラックを用いたマイクロプレートベースのワークフローに特化している点が、オムロンの

より柔軟で制約のないモバイルロボットとは対照的である。 

 

4.3. 比較分析：オムロンの差別化戦略 
 

以下の比較表は、主要プレイヤー間の戦略的な違いを浮き彫りにする。 

表 4.1：創薬における主要ラボオートメーションプラットフォームの競合分析 

特徴/パラメー

タ 
オムロン Thermo 

Fisher 
Scientific  

Tecan Group  Hamilton 
Company  

主要プラット

フォーム 
モバイルマニ

ピュレータ & 
ワークベンチ

ロボット 

inSPIREệ  プラ

ットフォーム 
Fluent® & 
Freedom EVO® 

Microlab® 
STAR & 
VANTAGE 

コアアプロー

チ 
柔軟な自動

化： 既存ラボ

エコシステ

ム・オーケス

ハイスループ

ット・リキッ

堅牢なタスク

自動化： 汎用



向け人間協調

型モバイルロ

ボティクス 

トレーショ

ン： 統合され

たモジュール

型エンドツー

エンドワーク

フロー自動化 

ドハンドリン

グ： スクリー

ニングにおけ

る比類なき精

度と速度 

性の高いリキ

ッドハンドリ

ングとサンプ

ル管理 

主要な差別化

要因 
人間空間での

ナビゲーショ

ン、透明物体

のハンドリン

グ、後付け可

能 

包括的なポー

トフォリオ

（機器、ソフ

トウェア、

AI、サービ

ス）、OpenAI
との提携 

リキッドハン

ドリングの精

度とスケーラ

ビリティにお

けるリーダー

シップ 

信頼性の高い

評価、幅広い

アプリケーシ

ョンサポート 

ターゲット環

境 
柔軟な統合を

必要とする既

存の人間中心

に設計された

研究室 

単一ベンダー

を求める新規

建設の自動化

ラボやモジュ

ール型アップ

グレード 

ハイスループ

ットスクリー

ニングおよび

化合物管理施

設 

多様なゲノミ

クス、プロテ

オミクス、細

胞ベースのア

ッセイ研究室 

戦略的焦点 「島の接

続」： 手作業

の「中間」工

程を自動化

し、人間の研

究者を増強す

る 

「ワークフロ

ーの所有」： 
単一ベンダー

から完全で統

合されたソリ

ューションを

提供する 

「スクリーニ

ングの実

現」： 大量試

験のためのク

ラス最高のエ

ンジンである

こと 

「主力製品の

提供」： 特定

の重要タスク

に対して信頼

性の高い自動

化を提供する 

この分析から、オムロンは高精度リキッドハンドリングという Tecan や Hamilton の得意分野

で直接競合しているわけではないことが明らかになる。むしろ、オムロンの戦略は、これらの

既存システムを補完することにある。例えば、オムロンのモバイルマニピュレータが、Tecan 
Fluent ワークステーションにプレートをロード・アンロードすることで、より高度な自動化を

実現する可能性がある。これは、彼らを競合他社であると同時に、既存企業にとっての潜在的

なパートナーにも位置づける。彼らがターゲットとしているのは、オートメーションスタック



の異なるレイヤー、すなわち物理的なロジスティクスレイヤーである。 

競争の主戦場は、ハードウェアのスペックから、ソフトウェアと AI によるオーケストレーシ

ョンへと移行しつつある。Thermo Fishe r の OpenAI との提携は、この変化の明確な兆候であ

る 17。オムロンの当面の優位性は、そのユニークなハードウェアにあるが、長期的な成功は、

自社のロボット群をインテリジェントにスケジューリングし、サードパーティ製の機器やラボ

情報管理システム（LIMS）とシームレスに統合できる、強力で直感的なソフトウェアプラット

フォームを開発できるかどうかにかかっている。この複雑なシステム統合とデータ管理の問題

を最も巧みに解決した企業が、最終的な勝者となるだろう。オムロンの「センシング＆コント

ロール+Think」という哲学は、これがすでに彼らの長期的なビジョンの中心にあることを示唆

している 7。 

 

5. 出現する「スマートラボ」：軌道、課題、そして戦略

的展望 
 

本最終セクションでは、これまでの分析を統合し、未来を予測する。完全に自律的な「スマー

トラボ」のビジョン、それを実現するための現実的な障害、そしてこの未来のランドスケープ

におけるオムロンの戦略的地位を概説する。 

 

5.1. 自律型ラボのビジョン 
 

テクノロジーの収束 
「スマートラボ」とは、オートメーション、AI、そして IoT が収束した究極のビジョンである 
24。この環境では、ロボットが物理的な実験を行い、すべての機器に搭載された IoT センサー

がリアルタイムのステータスとデータを収集し、AI アルゴリズムがその流入データを分析して

意思決定を行い、結果を予測し、さらには次の実験を設計する 24。 
発見のクローズドループ 
これにより、自己調節型の自律的な発見サイクルが生まれる。AI が仮説を生成し、in silico
（コンピュータ上で）分子を設計し、その設計をロボットプラットフォームに渡して物理的に

合成・試験を行い、得られた結果を分析し、その新しいデータを用いて次の仮説を洗練させ

る。この一連のプロセスが、人間の介在を最小限にして進行する。オムロンのシステムは、こ

の「クローズドループ」を実現するための、不可欠な物理的コンポーネントとなる。 
オムロンの戦略的整合性 



このビジョンは、オムロンの長期ビジョン「Shaping the  Future  20 30」および、社会が「最適

化社会」からシステムが自己調節・自己学習する「自律社会」へと移行すると予測する「SINIC
理論」と完全に一致している 23。同社が専門のグローバルロボティクス組織を設立したこと

は、この未来へのコミットメントを明確に示している 27。 
 

5.2. 導入へのハードル：現実との照合 
 

壮大なビジョンの一方で、その実現にはいくつかの重大な障害が存在する。 

高額な資本投資 
包括的なオートメーションシステムを購入し、導入するための初期費用は、特に小規模な研究

室にとっては大きな障壁となる 28。スタンドアロンのロボットアームでさえ 28,000 ドル、完

全なシステムとなれば数十万ドルから数百万ドルに達することもある 30。 
システム統合とデータ標準 
異なるベンダーの多様な機器をシームレスに通信させることは、技術的に極めて困難な課題で

ある。普遍的なデータ標準が存在しないため、データのサイロ化が生じ、真に統合されたシス

テムの構築を妨げている 32。 
スキルギャップ 
「スマートラボ」は、ロボティクス、ソフトウェア工学、データサイエンスのスキルを併せ持

つ、新しいタイプの科学者を必要とする。既存の研究室スタッフは、ソフトウェアの管理では

なく、サンプルの取り扱いに習熟しており、彼らを再教育するには大きな学習曲線が存在する 
28。 
陳腐化とイノベーション阻害への懸念 
科学的なプロトコルが進化するにつれて、高価な自動化システムが陳腐化するリスクがある。

さらに、厳格に固定化された自動化システムは、研究者がプロトコルを微調整し、最適化する

「試行錯誤」を妨げ、結果として創造性を阻害する可能性がある 34。オムロンの柔軟でモジュ

ール式のアプローチは、この特定の懸念を緩和するための直接的な試みである。 
 

5.3. オムロンの戦略的ポジション：SWOT 分析 
 

強み (Strengths):  

● 産業用オートメーション、センシング、制御における深い専門知識 
● 革新的で差別化されたロボティクス技術（移動性、透明物体ハンドリング） 
● 主要な業界プレイヤー（中外製薬）との強力な戦略的パートナーシップ 



弱み (Weaknesses):  

● 確立された競合他社と比較して、ライフサイエンス市場への新規参入者であること 
● 製薬研究開発分野におけるブランド認知度が低い 
● Thermo Fisher のような巨大企業が提供する消耗品や機器の包括的なエコシステムを現時

点では欠いている 

機会 (Opportunities):  

● 既存の研究室を後付けで自動化するという、巨大で未開拓の市場 
● 「自動化の島々」を接続する物理的ロジスティクスレイヤーのデファクトスタンダードと

なる可能性 
● AI 駆動による創薬と、より再現性の高いデータへの需要というマクロトレンドとの強い整

合性 

脅威 (Threats):  

● Thermo Fisher のような既存企業が、その市場支配力と研究開発予算を活用して、独自の

柔軟なロボティクスを開発する可能性 
● より小規模で機敏なスタートアップが、斬新なソリューションで出現する可能性 
● 魅力的なソフトウェアと統合エコシステムの構築に失敗した場合、ハードウェアの価値が

限定的になるリスク 

「眠らないラボ」がもたらす真の長期的価値は、ハードウェアそのものではなく、それが生み

出す独自のデータ資産にある。標準化されたロボットプロトコルを用いて 24 時間 365 日稼働

するラボは、極めて忠実度が高く、完璧に注釈付けされた実験データを大量に生成する。人間

の介入によるばらつきやノイズから解放されたこのデータは、創薬のための強力な AI および機

械学習モデルを訓練するための完璧な「燃料」となる。このシステムを成功裏に導入した企業

は、単に実験を自動化しているのではなく、自社の最も価値があり、最も防御可能な競争優位

性となるデータ生成エンジンを構築しているのである。このプロセスは、データフライホイー

ル効果を生み出す。ロボットがクリーンなデータを生成し、そのデータがより優れた AI を訓練

し、その AI がより効果的な実験を設計し、その実験をロボットが実行してさらに多くのクリー

ンなデータを生み出す。オムロンは、このフライホイールを回すための物理的な機械を提供し

ているのである。 

 

6. 結論と戦略的提言 
 

本セクションでは、レポートの調査結果を簡潔に要約し、主要なステークホルダーに対して、

具体的で実行可能な提言を行う。 



 

6.1. 調査結果の要約 
 

本分析は、製薬研究開発が「再現性の危機」と「生産性の危機」という二重の課題に直面して

おり、これが業界の根本的な変革を必要としていることを明らかにした。この文脈において、

オムロンは、既存の研究室環境に後付け可能で、人間と協調して動作する柔軟なロボティクス

を提供することで、市場の重要なギャップを埋める独自の戦略的ポジションを築いている。 

オムロンと中外製薬の提携は、異業種間のイノベーションを成功させるためのクラス最高のモ

デルとして機能している。この協業を通じて、オムロンは技術的な信頼性を獲得し、製薬業界

の複雑な要求に応えるソリューションを開発している。 

結論として、「眠らないラボ」は、単なる効率化ツールではなく、AI が自律的に科学的発見を

推進する未来の「スマートラボ」を実現するための不可欠な前提条件である。オムロンの取り

組みは、この未来への扉を開く重要な一歩と言える。 

 

6.2. ステークホルダーへの提言 
 

製薬企業の経営幹部へ： 
完璧で包括的なソリューションの登場を待つべきではない。むしろ、社内のクリティカルなボ

トルネックとなっているワークフローを特定し、オムロンのような柔軟なオートメーションプ

ラットフォームを用いたパイロットプロジェクトを開始することが推奨される。目標は、社内

の専門知識を構築し、効率性だけでなく、データ品質の向上とプロジェクトのリスク低減とい

う観点から ROI を実証することにある。オムロンと中外製薬のモデルは、戦略的パートナーシ

ップのテンプレートとして参照すべきである。 
テクノロジー投資家へ： 
投資の論点は、単に高性能なポイントソリューションを構築している企業ではなく、統合と柔

軟性の問題を解決している企業に焦点を当てるべきである。オープンでモジュール式であり、

強力なソフトウェアオーケストレーションレイヤーに支えられたプラットフォームを探すべき

である。オムロンの透明物体認識技術のように、現実世界の非標準的な環境に対応できる能力

は、持続可能な競争優位性を示す重要な指標となる。 
競合オートメーションプロバイダーへ： 
戦略的な必須事項は、孤立した高性能ワークセルを超えること、そしてワークフローのオーケ

ストレーションとモビリティに関する明確な戦略を策定することである。これには、独自のモ

バイルロボティクスを開発するか、あるいはより現実的な選択肢として、自社の機器がより広



範で柔軟な自動化エコシステムにシームレスに統合されるよう、パートナーシップを形成する

ことが含まれる。固定式のシステムのみに固執し、柔軟で後付け可能なオートメーションへの

トレンドを無視することは、重大な長期的リスクとなる。 
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